
商業部会商業部会

⑨　第1565号　（毎月20日発行） （昭和34年７月８日第三種郵便物認可）　平成25年1月20日

副
部
会
長
　

常
議
員

長

山

洋

三
㈱三和商事　　　　取締役会長
千石町2-17-18　　℡35-1163

副
部
会
長
　

常
議
員

佐

藤

友

亮
㈲東港堂　　　　　代表取締役
幸町2-8-15　　　　℡24-1510

人との絆を大切にしながら健康
に留意して頑張りたい

部
会
長
　

常
議
員

猿

田

　

操
㈲猿田商事　　　　代表取締役
神峰町3-5-8          ℡21-2055

人間万事塞翁が馬

副
部
会
長
　

常
議
員

石

川

文

彦
㈱一誠堂　　　　　代表取締役
多賀町1-13-7　　　℡33-0303

議
　
員

佐
々
木
秀
二
㈲佐々木洋服店　　代表取締役
多賀町1-3-7　　　℡33-0445

議
　
員

勝
間
田
侑
啓
東栄興産㈱　　　　代表取締役
川尻町5-47-1　　　℡43-5833

チャレンジ精神 全ての御客様に喜びと感動をお
伝え出来る様に日々の業務に取
り組みます

議
　
員

大

森

孝

之
㈱花金　　　　　　代表取締役
多賀町1-15-3　　　℡33-0882

副
部
会
長
　

常
議
員

渡

辺

朝

光
つるや米穀店　　　　　代　表
久慈町3-20-9　　　℡52-3256

議
　
員

百
目
鬼
孝
夫
㈱助川カメラ　　　代表取締役
弁天町1-10-16　　℡22-6331

議
　
員

茅

根

弘

匡
仲之蔵商事㈱　　　代表取締役
田尻町2-22-8　　　℡42-4151

自己研鑽

議
　
員

須

田

真

紳
㈱須田酒店　　　　代表取締役
鮎川町4-3-15　　 ℡37-4111

議
　
員

武

田

太

志
㈱菓匠たけだ　　  代表取締役
田尻町5-14-3         ℡43-3524

「独立自尊」のもと日々仕事に
まちづくりに邁進します

議
　
員

砂

川

　

宏
砂川産業㈱　　　　代表取締役
千石町2-5-7　　　℡33-3411

今年も皆様にお世話になります

議
　
員

森

山

　

滋
㈲森山商店　　　　代表取締役
神峰町1-8-11　　　℡21-5385

自分なりに創意工夫を試みなが
ら仕事にチャレンジする

議
　
員

前

島

　

康
㈲カメブ呉服店　　専務取締役
千石町1-4-26　　　℡33-0873

「本業専一」

議
　
員

長
谷
川
勝
一
ドーナツの店はせ川　　代　表
幸町1-15-3　　　　℡24-4424

前進

議
　
員

成
田
壯
太
郎
㈱成田メガネ店　代表取締役社長
助川町1-7-13　　　℡21-4717

一日一日を感謝の気持ちで

議
　
員

渡
邉
け
い
子
日立礦油㈱　　　　代表取締役
会瀬町1-15-40　　℡21-3111

エネルギーの変換期
今すべき事は何かを常に自問自
答し行動に移す

副
部
会
長
　

常
議
員

佐
藤
洋
一
郎

喪
中
欠
礼

㈱
み
ど
り
園

　
代
表
取
締
役

（五十音順）
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副
部
会
長
　

常
議
員

小

峰

保

信
日立製作所工業㈿　  代表理事
弁天町2-1-14      　℡22-2131

副
部
会
長
　

常
議
員

小

野

　

武
㈱小野金属工業所　代表取締役
東金沢町2-7-20　　℡33-3364

一途

副
部
会
長
　

常
議
員

小

島

憲

治
㈱日立ゲージ工業所　代表取締役
田尻町1-29-5      　℡42-3196

明朗快活に生きて行きたいと思
います

部
会
長
　

常
議
員

宮

本

洋

治
久慈鉄工㈿　　　　　代表理事
石名坂町2-43-1　　℡53-1800

不撓不屈

副
部
会
長
　

議
員

小
野
　
久
雅
㈱日立工業所　　　代表取締役
東滑川町2-10-6　　℡22-2282

副
部
会
長
　

常
議
員

水

出

浩

司
㈱日立製作所電力システム社日立事業所総務部庶務課長
幸町3-1-1　　　　℡55-0011

良き企業市民として日立市の活
性化のために微力ながら尽力し
て参ります

副
部
会
長
　

常
議
員

百
目
鬼
孝
一
助川電気工業㈱　　代表取締役
滑川本町3-19-5 ℡0293-23-6411

全てを健康体に

副
部
会
長
　

常
議
員

武

士

洋

一
㈱旭製作所　　　　代表取締役
東滑川町5-5-40  　 ℡43-3451

変化への対応

常
議
員

楢

崎

裕

司
JX日鉱日石金属㈱日立事業所　総務課長
白銀町1-1-2　　　℡23-7130

地域のさらなる活性化を
目指しましょう

常
議
員

関

口

寿

雄
日立セメント㈱　取締役総務部長
平和町2-1-1　　　 ℡23-7400

じっくり、ゆっくり、確実に

常
議
員

磯

　

公

郎
茨城電機工業㈱　　代表取締役
東大沼町1-14-33　℡36-1818

議
　
員

川

又

幸

夫
常陽電機工業㈱　代表取締役会長
諏訪町1-11-20　　℡34-5234

議
　
員

大
久
保
吉
生
日立鉄工会　　　　　会　長
国分町3-2-23　　　℡33-0611

縁：無数の人的、物的な縁に感謝

議
　
員

打 

矢 

二 

郎
東京ガス㈱日立支社　支社長
幸町1-22-2        ℡22-4131

明るく楽しく前向きに日立市の
活性化に貢献したいです

議
　
員

内

田

武

士
㈱コーヨー　　代表取締役社長
東金沢町1-9-7　　℡36-1811

知恵と工夫の実戦力向上に努力
します

議
　
員

井

上

敬

一
マルイアドバンス㈱　代表取締役
森山町5-8-18　　　℡52-2074

世界に通用する技術を目指す

常
議
員

深

川

靖

彦
日立電線㈱日高工場　グループ総務センタ担当課長
日高町5-1-1　　　 ℡25-3710

飛躍の年となるよう頑張って
いきたいと思います

議
　
員

木

曽

裕

次
㈱ハイペック　　　代表取締役
滑川町1-13-5       ℡22-0576

一生懸命
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議
　
員

布

一

　

聡
日立化成㈱山崎事業所  管理センタ部長代理
東町4-13-1           ℡23-8902

ご縁を大切に、景気浮揚に貢献

議
　
員

豊

田

孝

一
㈱アイケーディー　代表取締役
留町1270-86　　　℡53-3255

議
　
員

高

橋

一

雄
㈱ティー・エム・ピー　代表取締役
大和田町645　　　℡52-6981

議
　
員

関

　

正

克
㈱関プレス　　　　代表取締役
千石町4-3-20　　　℡36-0300

今年は『技術なくして未来なし』
事業存続を賭け技術発信に尽き
る

議
　
員

清

水

朋

彦
丸善電機工業㈱  　代表取締役
諏訪町1-9-12       ℡33-0517

知行合一

議
　
員

煙

山

　

弘
日立電線労務管理研究会　会長
千石町4-2-18         ℡33-0172

和を以って絆を活かす更なる成長へのチャレンジ

議
　
員

星

　

勝

治
スターエンジニアリング㈱　代表取締役
大沼町1-28-10　　℡38-1212

議
　
員

根

本

　

甲
㈱亀屋工業所　　　代表取締役
神峰町4-11-12　　℡21-4146

奉仕　感謝　謙譲

議
　
員

吉

村

正

男
日立南工業団地㈿　　副理事長
留町1270-41　　　℡53-1792

議
　
員

吉

野

邦

彦
吉野電業㈱　　　　代表取締役
滑川町1-5-13　　　℡22-0825

しなやかで片寄らない「柔軟心」
を持つ

議
　
員

山

本

　

仁
山本理化工業㈱　代表取締役社長
諏訪町4-17-1　　　℡33-0627

半歩先立つ進歩性

副
部
会
長
　

常
議
員

岡

部

　

二
㈱岡部工務店　取締役営業第一部長
多賀町2-10-7　　　℡36-1681

「誠心誠意」

副
部
会
長
　

常
議
員

五
十
嵐
　
宏
㈱タケムラ　　　　取締役会長
留町前川1270-16　℡53-1711

敗戦日本の経済を発展させたの
は後期高齢者である
国も若者も忘れおる「決志加荒」

部
会
長
　

常
議
員

松

山

恒

男
多賀土木㈱　　　　取締役会長
東多賀町2-2-3　　℡36-0111

副
部
会
長
　

常
議
員

三

澤

俊

介
藤和建設㈱　　　　代表取締役
鹿島町3-5-2　　　℡21-0067

健康第一

副
部
会
長
　

常
議
員

鈴

木

一

良
鈴縫工業㈱　　代表取締役社長
城南町1-11-31　　℡22-5311

健康第一を心がけ
前進する年としたい

副
部
会
長
　

常
議
員

沢

畑

正

剛
日立土木㈱　　代表取締役社長
幸町2-18-5     ℡22-2121

一致団結

副
部
会
長
　

常
議
員

河

西

隆

史
㈱日立ライフ　　　　総務部長
幸町1-20-2　　　　℡25-1269

感謝する気持ちを忘れず、目標
達成に向かい日々努力する

（五十音順）
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議
　
員

岡

　

　

瑛
㈱日立アルミ　　　代表取締役
国分町3-10-12　　℡35-8223

昨日よりも今日、今日よりも明
日の精神で日々過ごす

議
　
員

㈱岩崎左工　　　　代表取締役
東金沢町2-4-13　　℡33-1204

日々平常心でありたい

議
　
員

五
十
嵐
達
男
イガラシ綜業㈱　　取締役会長
幸町2-9-2　　　　℡21-0830

常
議
員

白
土
仙
一
郎
㈱白土工務店　　　代表取締役
多賀町5-8-13　　　℡33-1014

信用、信頼を最も大切にしてい
きたい

議
　
員

高
橋
宗
四
郎
㈱高橋宗四郎商店　代表取締役
助川町2-4-15　　　℡22-0641

至誠一貫

議
　
員

高
野
橋
登
夫
㈱高石工務店　　　代表取締役
宮田町4-7-5　　　℡24-7585

”人生、いつだってこれから”
を目標に１年を

議
　
員

小

林

邦

友
スペンサー工業㈱　代表取締役
弁天町2-11-16　　℡24-3581

この新しい年がより佳き年にな
るよう心より祈念します

議
　
員

熊

田

昭

二
熊田建設㈱　　　　代表取締役
諏訪町1-12-26　　℡33-0360

節煙・休肝日を設けて健康に留
意する

議
　
員

滝

田

靖

章
大洋商事㈱　　代表取締役社長
桜川町4-3-8　　　℡34-0660

15kgの体重減を達成し、文字
通り”身軽”になりました
これを維持します

議
　
員

瀧

　

善

文
㈲多喜屋　　　　　代表取締役
多賀町1-8-37　　　℡33-0356

社会には絆を、自己にはゆとり
を持ちたい

無病息災

議
　
員

高

星

公

明
㈱日晃工務店　　　代表取締役
神峰町4-20-10　　℡21-1322

議
　
員

森

　

秀

明
㈱山森　　　　　　代表取締役
末広町2-1-30　　　℡36-1521

先の読めない時代の中で、変化
に対応できる企業経営に努めた
い

議
　
員

益

子

　

進
益三建設㈱　　代表取締役会長
滑川本町4-25-16　℡23-2200

（五十音順）

議
　
員

梅

原

郁

夫

喪
中
欠
礼

梅
原
材
木
店

　
代
　
表

議
　
員

村

上

隆

雄

喪
中
欠
礼

村
上
建
設
㈱

　
代
表
取
締
役

　
元
旦
か
ら
松
の
内
（
正
月
の
松

飾
り
（
門
松
）
を
飾
っ
て
お
く
期

間
。
も
と
も
と
は
元
日
か
ら
1
月

１５
日
ま
で
の
期
間
を
指
す
が
、
近

年
は
七
草
が
ゆ
を
食
べ
る
1
月
7

日
く
ら
い
ま
で
を
指
す
こ
と
も
あ

る
。
地
方
に
よ
っ
て
指
す
期
間
が

異
な
る
。
）
ま
で
を
大
正
月
と
い

う
の
に
対
し
て
、
１
月
１５
日
を
一

般
に
小
正
月
、
地
方
に
よ
っ
て
は
、

女
正
月
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、

農
山
漁
村
で
は
、
昔
か
ら
古
い
し

き
た
い
り
が
あ
り
、
今
で
も
様
々

な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
室
内
に
、
「
も
ち
花
」

や
「
ま
ゆ
玉
」
と
い
っ
て
、
葉
の

な
い
柳
の
枝
な
ど
に
花
や
ま
ゆ
の

形
に
な
ぞ
ら
え
た
も
ち
や
だ
ん
ご

を
つ
け
た
の
を
飾
っ
て
、
稲
の
豊

作
や
蚕
の
豊
産
を
期
待
し
た
り
、

雪
の
上
に
松
の
葉
を
苗
に
見
た
て

て
田
植
え
の
ま
ね
ご
と
を
し
た
り

す
る
地
方
も
あ
り
ま
す
。
な
か
で

も
、
広
く
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
に
は
、
「
左
義
長
（
さ

ぎ
ち
ょ
う
）
あ
る
い
は
「
ど
ん
ど

焼
き
」
と
呼
ば
れ
る
火
祭
り
の
行

事
が
あ
り
ま
す
。

小
正
月

岩

　

一

茂
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副
部
会
長
　

議
員

臼

木

民

二
臼木証券㈱　　代表取締役社長
鹿島町1-5-10　　　℡22-2101

ヘビは生命力の象徴である
来る2013年において日本経済・日
本株相場が本格的に再生にむかう年
になることを切に祈りたい

副
部
会
長
　

常
議
員

塩

幡

一

則
茨城県信用組合日立支店　支店長
若葉町1-18-18　　℡22-5171

今年も大変でしょうが地元の皆
様方を心より応援してまいりま
す

部
会
長
　

常
議
員

瀬

尾

達

朗
㈱筑波銀行日立支店　　支店長
鹿島町1-4-11　　　℡22-2171

地域密着の精神で地元に貢献で
きるよう努力してまいります
よろしくお願い申し上げます

副
部
会
長
　

議
員

高

倉

正

人
アクサ生命保険㈱水戸支社　支社長
幸町1-21-2　　　　℡21-5387

地域に密着しながら保険会社と
しての社会的使命を果たしてい
きます

副
部
会
長
　

議
員

宇

野

達

也
水戸信用金庫日立支店　支店長
弁天町1-2-12       ℡21-6235

今年も地域密着の金融に積極的
に取り組みます

副
部
会
長
　

議
員

尾

上

雅

人
㈱東日本銀行日立支店　支店長
助川町1-9-12　　　℡21-6131

仕事ができる事に感謝し、今年
も豊かな街づくりに奉仕します

副
部
会
長
　

常
議
員

柴

田

主

靖
㈱キャビンプレス　代表取締役
幸町1-15-6　　　　℡24-7531

「性相い近し、習い相い遠し」

副
部
会
長
　

常
議
員

梶

　

格

康
プレビ㈱　　　創業者名誉顧問
弁天町3-1-16　　　℡22-1501

部
会
長
　

常
議
員

高

濱

秀

夫
㈱金馬車　　　　　　　監査役
幸町2-1-10　　　　℡24-0211

日立の名物料理を創りたいです

友情そして思いやり・我慢・
一致団結

副
部
会
長
　

議
員

中

郡

公

夫
ビューティーサロン フェミニン 代表
鮎川町3-8-7　　　 ℡33-3420

副
部
会
長
　

議
員

鈴

木

孝

典
新富鮨　　　　　　　　　代表
多賀町1-19-9　　　℡33-0719

副
部
会
長
　

常
議
員

佐

藤

泰

博
専修学校ブルーバード学園　理事長
助川町1-8-15　　　℡21-5022

副
部
会
長
　

常
議
員

日

渡

貴

夫
㈲ファースト　　　代表取締役
川尻町1-3-3　　　℡43-5624

議
　
員

鈴

木

章

吾
ニューなめ川　　　　　　代表
大沼町3-32-1　　　℡33-0018

議
　
員

田
尻
桂
一
郎
白耳蟻館　　　　　　　　代表
千石町2-7-7           ℡33-2961

街の継続的な賑わいの創出、活
性化の維持と発展、オリジナル
なイベントの発案

副
部
会
長
　

議
員

萩

庭

晴

秀
はぎ屋旅館　　　　　　　代表
水木町1-1-15　　　℡52-2522

議
　
員

伊

藤

康

範
㈲ミリオン　    　代表取締役
多賀町5-13-2         ℡36-2862

美と健康をコンセプトに美容業
を追求していきます

（五十音順）
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議
　
員

皆

川

勝

之
寿司割烹浦島　　　　　 代表
弁天町2-19-15　　℡21-3525

苦難に直面している時は自分の
心が鍛えられている時でもある

議
　
員

松

山

圭

吾
㈱ひたちピーエム商事　常務取締役
弁天町1-8-17　　　℡24-1330

『日々是好日』

議
　
員

冨

田

　

昭
㈱天地閣　　　　 代表取締役
旭町2-6-13          ℡22-0188

一所懸命

副
部
会
長
　

議
員

瀬

谷

益

之
日立地区通運㈱　　代表取締役
幸町2-1-50　　　　℡22-0131

おかげさまで地域と共に70年
「安全・安心・感謝」を基本に !!

副
部
会
長
　

常
議
員

佐

伯

裕

之
日立電鉄交通サービス㈱　取締役総務部長
幸町3-4-6　　　　℡22-2161

皆様と共に日立を元気な街にし
たいと思います
飛躍の年に！

部
会
長
　

常
議
員

大

弥

則

行
㈱日立物流東日本営業本部　総務部長
城南町1-5-1　　　℡22-1101

厳しい情勢が続きますが、明るい
話題の多い年にしたいものです

議
　
員

見

代

泰

彦
日立埠頭㈱　　取締役総務部長
久慈町1-3-10　　　℡53-2400

復興と振興に邁進します

議
　
員

五

来

敬

一
㈱五来モータース 代表取締役
久慈町6-40-2        ℡53-9493

お客様に喜ばれる会社を目指し
ます

議
　
員

長

山

晴

夫
㈲長山自動車整備工場　代表取締役
多賀町4-2-17　　　℡35-2586

副
部
会
長
　

議
員

木

本

貴

一
㈲オフィス･バロン　代表取締役
末広町5-2-27　　　℡35-5311

元気．日立！

副
部
会
長
　

常
議
員

郡

司

洋

子
あゆみ珠算塾　　　　　　塾長
西成沢町1-27-10　℡22-8561

「今」を大切にし、無理をせず
出来る仕事をこなしていく

部
会
長
　

常
議
員

小

沼

淳

志
㈱ジュン・ホーム　代表取締役
多賀町2-4-6　　　℡34-3000

少子高齢化社会に貢献すべく介
護事業と見守り付き高齢者住宅
に取り組みました

副
部
会
長
　

議
員

石

堂

文

男
TC関東　　　　　　　　代表
滑川町1-9-23　　　℡24-1690

皆様と共に喜びあえる年であり
たいと思います

副
部
会
長
　

議
員

澤

入

敏

雅
㈱ガードケアピース　取締役会長
鮎川町5-7-1　　　℡28-6008

お互いの絆で、陽が立昇る明る
い日立市になった初夢を見た

議
　
員

三

浦

信

孝
三浦登記測量事務所　　　代表
神峰町4-4-5          ℡22-7270

へびのように細く長く粘り強く
がんばります

（五十音順）

議
　
員

小

泉

裕

樹

喪
中
欠
礼

㈲
カ
ワ
イ

　
取
締
役
専
務

議
　
員

川

﨑

健

輔

喪
中
欠
礼

㈲
辰
巳
タ
ク
シ
ー

　
代
表
取
締
役

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏
　
　
名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

今年の抱負
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約
二
千
七
百
種
も
生
息

　
蛇
は
爬
虫
類
ヘ
ビ
亜
目
の
動
物
で
、

ト
カ
ゲ
と
同
じ
祖
先
を
も
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。体
は
細
長
く
、四
肢
は

あ
り
ま
せ
ん
。細
い
舌
の
先
端
は
二

ま
た
に
分
か
れ
て
い
て
よ
く
動
き
ま

す
。こ
ん
な
異
様
な
外
見
か
ら
、蛇
を

嫌
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
蛇
は
温
帯
、熱
帯
、亜
熱
帯
に
多
く

生
息
し
、ア
ラ
ス
カ
、シ
ベ
リ
ア
な
ど

寒
い
地
方
に
も
い
ま
す
。全
世
界
に

約
二
千
七
百
種
も
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

蛇
は
悪
者
？
神
？

　
日
本
の
神
話
に
登
場
す
る
蛇
は
ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ（
八
岐
大
蛇
）と
い
っ

て
、頭
が
八
つ
尾
が
八
つ
、体
の
長
さ

は
八
つ
の
谷
を
越
え
る
ほ
ど
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。そ
の
オ
ロ
チ
が
娘
を

食
い
に
き
て
、ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

と
い
う
神
に
退
治
さ
れ
た
と
い
う
話

で
す
。

　
一
方
、蛇
は
神
格
化
さ
れ
、聖
書
や

神
話
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
ま
す
。

ま
た
、水
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た

り
、家
の
守
り
神
と
し
て
家
に
住
み

つ
く
の
を
喜
ん
だ
り
す
る
例
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、蛇
は
悪
者
と
し
て

恐
れ
ら
れ
て
も
い
ま
す
が
、神
と
し

て
あ
が
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、い

ろ
い
ろ
な
話
が
世
界
各
地
に
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、毒
蛇
が
恐
れ
ら
れ
、嫌
わ
れ

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、そ
れ
を

薬
用
に
使
う
例
も
あ
り
、強
壮
剤
と

し
て
も
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

蛇
の
絵
に
足
を
書
き
足
す

　
蛇
は
、古
く
か
ら
人
間
と
か
か
わ

り
が
多
い
だ
け
に
、蛇
に
関
す
る
故

事
や
こ
と
わ
ざ
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。

　「
蛇
足
」。こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
言
葉
で
日
常
会
話
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、こ
ん
な
由
来
が
あ
り

ま
す
。

　
昔
楚（
そ
）の
国
の
役
人
が
、蛇
の

絵
を
一
番
早
く
書
い
た
者
が
酒
を
飲

む
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
競
争
を
し

ま
し
た
。一
人
が
い
ち
早
く
完
成
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、時
間
に
余
裕

が
あ
っ
た
の
で
足
を
書
き
足
し
て
し

ま
い
、負
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話

で
す
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
、あ
っ
て
も
意
味

の
な
い
も
の
、余
計
な
こ
と
と
い
う

意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
蛇
の
道
は
へ
び
」も
、よ
く
聞
く

こ
と
わ
ざ
で
す
。「
じ
ゃ
」と
い
い「
へ

び
」と
い
っ
て
も
、呼
び
方
が
違
う
だ

け
で
同
じ
も
の
。同
じ
仲
間
の
や
っ

た
こ
と
な
ら
す
ぐ
に
分
か
る
と
い
う

意
味
で
す
。

　「
薮
蛇（
や
ぶ
へ
び
）」「
藪
を
つ
つ

い
て
蛇
を
出
す
」。し
な
く
て
も
よ
い

こ
と
を
し
て
、か
え
っ
て
よ
く
な
い

結
果
に
な
る
こ
と
で
す
。

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
年
に

　「
蛇
穴（
へ
び
あ
な
）を
出（
い
）づ
」

と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。冬
眠
し

て
い
た
蛇
が
、春
暖
に
な
っ
て
地
上

に
出
て
く
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
今
年
は
巳
年
。低
迷
し
て
い
た
景

気
か
ら
脱
出
し
て
春
を
迎
え
、み
ん

な
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

「力を抜くことで見えてくるもの」

　厳冬の１月、褌（ふんどし）一本でいてつく川に入り、朝晩「みそぎ」をしたことがある。わが社会人野球時代のこ

とだ。

　当時所属していた東芝の野球部は、三重県・伊勢神宮の近くにある民間の団体で、毎年研修を受けていた。２泊

３日のセミナーでは、たくましく生きるための講話を聞かせていただき、伊勢神宮の清掃活動をした。参加した方々

と親睦を深め、自分を見つめる時間を持つことで、初心に帰ることを学んだ。

　研修の締めくくりには、伊勢神宮の脇を流れる五十鈴川に入り、心身を清める。最後の仕上げに１回だけ「みそ

ぎ」をするのが一般的なコースなのだが、なぜかわが野球部だけはスペシャルコースで研修していただいた。現地

に到着した夜から川に入り、次の日の朝晩、最終日の朝晩と合計５回も「みそぎ」をやらせていただいていたのだ。

　気温は氷点下。その中を褌一丁で川に入っていく。肩までしっかりと水につかったところで、大きな声で和歌を

合唱する。

「五十鈴川、清き流れを・・・」

　川の水は刺すように痛かった。岸に上がってくると、褌を脱いで河原に置いておいた服を着る。着替え終わって

褌を拾い上げようとすると、毎回、石に凍り付いていた（笑）。何回経験しても、この時期の「みそぎ」は死にそうに

寒かった。

　ところが３年目あたりだろうか、何かが急に吹っ切れて、寒さに対して苦痛を感じなくなる感覚を覚えた。慣れ

たのか、諦めたのか、肩の力が抜けたのだ。すると川の中に入っていても夜空に輝く星の存在に気が付いたり、川

の水が外気より暖かく感じたりするのだ。

「悟った・・・」わけではない。私にそんな崇高な精神世界を語る資格はない。気が付いたのは、もっ

と身近なことだ。それは、人の体の生理。強烈な寒さや極度の緊張に襲われると、われわれの

体は肩や首に力が入ってガチガチになる。おかげで体が動かなくなる。

　そんなときは、無理にでも肩や首の力を抜く。すると首に自由が生まれて可動域が大きく

なる。そのことによって視野が広がったり、状況が良く分かるようになったりする。

　新年（１月）は、大きな目標を立てて力みがちだ。まずは力を抜いて穏やかに頑張るのも

一考だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
スポーツライター　青島　健太

　
青島 健太／あおしま・けんた

　1958 年新潟市生まれ。埼玉県立春日部高校から慶応義塾大学、東芝を経てヤクルト・スワロー

ズに入団。プロ野球初打席で初ホームランを記録。引退後は、オーストラリアで日本語教師を

務め、帰国後、あらゆるメディアでスポーツの醍醐味を伝えている。

巳
年年
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鈴
木
委
員
長

　
皆
様
、明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
末
に
大
き
く
政
治
が
変
動

し
、こ
れ
か
ら
世
の
中
が
ど
ん

な
情
勢
に
変
化
し
て
い
く
の
か

予
測
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、昨
年
を
振
り
返
り
そ

れ
ぞ
れ
の
業
界
、部
会
の
現
状

が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、ま
た
ど

う
い
う
課
題
が
あ
っ
て
ど
ん
な

対
応
を
す
る
の
か
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

宮
本
部
会
長

　
当
地
区
製
造
業
は
、3
・
11
震

災
に
端
を
発
し
た
原
発
事
故
や
、

長
き
に
わ
た
る
円
高
に
よ
り
大

企
業
の
海
外
移
転
に
、拍
車
が

か
か
り
、急
激
な
受
注
の
減
少

新春7部会長座談会新春7部会長座談会
テーマ「復興から地域再生を目指して
　　　　　～今こそ、知恵を活かした地域力を～」

● 座談会出席者 ●
　 商業部会　　　　部会長　猿 田 　  操 氏
　 工業部会　　　　部会長　宮 本  洋 治 氏
　 建設業部会　　　部会長　松 山  恒 男 氏
　 金融財務業部会　部会長　瀬 尾  達 朗 氏
　 観光環衛業部会　部会長　高 濱  秀 夫 氏
　 交通運輸業部会　部会長　大 弥  則 行 氏
　 文化産業部会　　部会長　小 沼  淳 志 氏
 司会
　 情報化委員会　　委員長　鈴 木  一 良 氏　

　震災から復興へ、明るい兆しが緩やかに広がるものの、まだまだ
現状は道半ばの厳しいところ。2012年最後には、政界に大きな変動
が見られ、これからの急速な変革が期待される。そのような中、新春
を迎えての誌上座談会は、各業界の代表として当所７部会（商業・工
業・建設業・金融財務業・観光環衛業・交通運輸業・文化産業）の部会
長さんに登場していただきました。

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

今
後
回
復
が
望
め
な
い
と
思
う

ほ
ど
の
、大
き
な
変
化
の
時
期

に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。こ

の
様
な
業
界
の
状
況
に
お
い
て
、

自
社
だ
け
の
受
注
活
動
等
の
自

助
努
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

と
思
わ
れ
、部
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ご
意
見
に
よ
り
、昨
年
10

月
に
日
立
市
お
よ
び
、日
立
地

区
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
受
注

に
向
け
た
支
援
や
新
規
事
業
、

助
成
金
に
対
し
て
の
情
報
提
供

等
を
、お
願
い
し
た
所
で
す
。

鈴
木
委
員
長

　
部
会
員
の
生
の
声
を
吸
い
あ

げ
、そ
の
声
に
ど
う
応
え
て
い

く
か
。ど
の
よ
う
に
情
報
発
信

し
て
い
く
か
、工
業
に
限
ら
ず

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
今
商
工
会

議
所
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
ね
。

商
業
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

猿
田
部
会
長

　
現
状
と
し
て
は
、モ
ノ
を
買

う
、購
入
す
る
こ
と
に
対
し
て

消
費
マ
イ
ン
ド
が
低
下
し
て
い

る
傾
向
で
す
。こ
れ
は
雇
用
の

問
題
、将
来
に
対
す
る
社
会
不

安
が
あ
る
こ
と
、併
せ
て「
健

康
」と「
社
会
保
障
」は
お
客
様

に
と
っ
て
の
不
安
材
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
年
金
」に
つ
い
て

も
、せ
っ
か
く
積
ん
だ
年
金
が

満
額
貰
え
な
く
な
る
。能
力
が

あ
る
方
な
の
に「
働
く
と
年
金

を
減
ら
さ
れ
る
か
ら
」と
言
う

方
が
非
常
に
多
い
。こ
の
よ
う

な
状
況
で
は
働
く
意
欲
を
削
が

れ
て
し
ま
う
。こ
の
あ
た
り
を

改
善
し
な
い
と
雇
用
の
安
定
は

生
ま
れ
な
い
の
で
は
と
思
う
。

商
店
街
の
活
性
化
も
全
国
で

色
々
と
試
行
錯
誤
で
や
っ
て
い

る
が
、な
か
な
か
難
し
い
部
分

も
多
い
。国
が
進
め
て
い
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、特
に
生
活

密
着
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

と
し
て
再
構
築
し
な
い
と
街
の

活
性
化
は
図
れ
な
い
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
委
員
長

　
雇
用
の
安
定
を
望
む
と
言
う

声
は
、ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す

ね
。購
買
意
欲
の
低
下
の
要
因

の
一
つ
と
し
て
は
そ
ん
な
不
安

定
な
要
素
が
影
響
し
て
い
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。消
費
者
と
い
う

と
こ
ろ
で
商
業
に
近
い
観
光
環

衛
業
部
会
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

高
濱
部
会
長
　

　
我
々
の
観
光
環
衛
業
部
会
と

い
う
の
は
、飲
食
業
・
ホ
テ
ル
旅

館
業
・
美
容
理
容
業
・
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
・
遊
戯
娯
楽
な
ど
い
ろ
ん

な
業
種
の
集
ま
り
で
す
。ホ
テ

ル
旅
館
も
飲
食
に
含
め
ま
す
と

約
半
分
が
飲
食
関
係
で
す
。商

業
同
様
に
観
光
業
、飲
食
業
も

消
費
者
の
意
欲
は
低
下
し
て
い

る
う
え
、原
発
風
評
問
題
は
未

だ
に
続
い
て
い
ま
す
。市
内
に

は
日
立
市
観
光
協
会
、ホ
テ
ル

旅
館
組
合
、当
所
に
は
観
光
委

員
会
と
観
光
に
関
わ
っ
て
い
る

団
体
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、そ

う
い
っ
た
団
体
が
な
か
な
か
連

動
出
来
て
い
な
い
。個
別
に
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